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商談会報告書 （１）概要まとめ 

  

 
開催概要 
l タイトル：  プロのための ⽇本の⽔産関連⾷品試⾷商談会 in ⾹港 
l 主催 ：   ⽔産物・⽔産加⼯品輸出拡⼤協議会 
l 後援 ：   ⽇本貿易振興機構（ジェトロ）⾹港事務所 
l 企画・運営： 株式会社インタープレイ 

 
l 搬⼊⽇：   2018 年 2 ⽉ 27 ⽇（午後） 調理仕込み開始 
l 開催⽇：   2018 年 2 ⽉ 28 ⽇（⽔） 14:30 ‒ 17:30 （受付 13:30 開始） 

       ※同⽇ 12:00-13:15 ⾹港消費者による試⾷モニター会を実施。  
l 当⽇の天気： 晴れ・曇り  （ 25° / 18°） 
l 開催会場：  炎丸  Enmaru Izakaya  

       Shop 1001A, 10/F, Food Forum, Times Square, 
       1 Matheson Street, Causeway Bay, Hong Kong. 

 
l 出展企業：    全国より⽔産連企業９社（16 名参加）が参加。現地のグループ企業/販社の 

応援もありました。 
l 主催・関係者：4 社（5 名参加） 

区分 企業名 
主催 ⽔産物・⽔産加⼯品輸出拡⼤協議会 （⼀般社団法⼈⼤⽇本⽔産会 内） 

実施企画運営 株式会社インタープレイ 

実施協⼒ 株式会社インフォライズ 

セミナー 料理研究家 （講師） 



l 来場者：     80 名（内 名刺あり 75 名（53 社）、 記帳のみ 5 名（5 社）） 
前回ご来場いただいた企業の⽅に加え、今回初めて参加する⽅も多く会場は活発な商談がな
された。来場者の中にはディストリビューターと同⾏し⼀緒に会場を回り商談をしている企
業も居た。出展社、来場者、関係者と合わせて総勢 100 名での開催となった。 
※来場者データはすべてをデータ化済みですが本報告資料は公開資料のため企業名・個⼈名
などは開⽰いたしません。 
 

l 出展商品：    合計 44 アイテム 
 

出展社の商品は、会場となった炎丸（Enmaru Izakaya）にて来場者が⾷べやすいようカットや 
調理を施し、陳列した。前回 2017 年 9 ⽉に開催した各社ブースの配置レウアウトでの反省点を
活かし、⾷材はすべて出展社のテーブルに置き商談しやすいように整えた。 
出展社における調理の指導なども当⽇⾏われ、出来るだけ出展社の要望に応える調理⽅法となる
ようにした。またセミナーで紹介したメニューも試⾷に⽤意した。 
 

  

  
  

 
 
 
 
 



商談会報告書（２）出展社/商品について 

出展社と出展商品 
l 商品情報：  出展した 44 商品は商品パンフレットにし配布した。⾔語は広東語と⽇本語。 

       詳細は別添「商品パンフレット」参照。 
       またホームページ上からも商品情報を閲覧でき、問い合わせを可能とした。 
       商談会後のフォローアップツールとして、商品・企業情報のカタログデータ   

をインターネット上にも残しておくことで、来場者が出展社とすぐに繋がる       
⼿段が取れるようにした。 

↓配布カタログ 

   
↓ホームページ上より商品と企業情報が確認できる 問い合わせもできる（⽇本語、英語対応） 

 

 
 



l 輸出準備：   出展社 9 社中、8 社分は企画運営（株）インタープレイ社にて輸出のドキュメ
ント作成の代⾏、輸出に関する準備を全⾯⼿伝った。 
輸出に際して今回 2 回⾹港に出荷したが、1 回⽬のサンプル発送を⾏なった際に抜き取りが
あった。抜き取りがあった商品は牡蠣であった。 
また当⽇の商品発送をした際にも抜き取りが⾏われた。商品はアジフィレスキンで 4 分の３
が抜き取りになった。 
前回(2017 年 9 ⽉)の⾹港輸出時に抜き取りはなかったが、今回のように抜き取りがあると商
品が現場で⽋損する場合もあるため注意が必要となる。 
どのような商品が抜き取りになりやすいかなどは現地ではまだ情報を把握しきれていない。
最近このような抜き打ちの商品抜き取りがあるようだ。 
 
また今回３カ国（⾹港・台湾・ベトナム）を⾏い改めてわかったことは、⾹港は輸出に際し
てかかる輸送費⽤が他国より少ないと⾔うことだ。 
 
なぜなら輸⼊時の検査や分析、リパック作業といった業務や項⽬が少なく、配送費⽤以外に
かかるコストが抑えられるためである。 
また、今回は旧正⽉の時期を挟んだため、現地の物流会社の業務がストップするため前倒し
で商品の輸出準備を⾏った。そのためタイトなスケジュールとなった。 
2 ⽉に関しては旧正⽉のスケジュールも加味した上の準備時間が重要である。 
 

l 国内業務 ̶ ⾹港到着までの流れ  
1. 出展社に商品フォーマットを配布、商品情報を回収。 
2. 不⾜情報などを出展社各社と確認、再提出。 
3. 輸出商品ごとに輸出に必要な書類をインタープレイにて作成。 
4. 三菱倉庫にて輸出フォーマットを元に配送スケジュール等を算出。輸出の準備を開始す

る。⾹港側の引き取りはジュピターグループ（JAL 系列）。 
5. 商品情報を元にサンプル量の算出。事前に輸送テストも含め１次サンプルを少量配送し

た。サンプル品で⾹港側での調理メニューを検討した。 
6. 商談会⽤に使う商品を出展社より三菱倉庫（成⽥倉庫）へ輸送（主に宅急便）2/16 着。  
7. 三菱倉庫にて梱包、ドライアイスなどの輸出準備を⾏う。2/25 
8. 2/26 成⽥より⾹港に空輸。26 ⽇、通関を終えジュピター社が⾹港空港から店舗へ配送

準備。27 ⽇午後、店舗に荷物が到着。 
9. 26 ⽇福岡空港よりマグロをチルドで発送。27 ⽇午後店舗に到着。 

 
課題： 
 
l 抜き取りアイテムについては現状対象となる商品が決まっているわけでもなく、実際に

輸送するまでわからない。また、どの商品がどのくらいの量を抜き取りされるかについ
ても到着してみないとわからない。 
 

l 2 ⽉のイベントについては旧正⽉のスケジュールを加味した事前の発送準備スケジュール
を作る必要がある。 

 



l 試⾷会：   前回 2017 年 9 ⽉に開催した同会場での⾹港商談会にて出た課題をクリアす
るため、今回は出展社と試⾷商品が⼀致するよう導線を変えた。 
会場を⼤きく使い、周りながら商談ができるよう出展社ブースを店内の全体に配置した。 
結果混乱もなく出展社の商談スペースが⼤きく確保できた。 
試⾷品についても前回は焼き⿂に⼿が伸びてなかったなどの課題があったので今回はできる
だけ⼀⼝のサイズに切り分け提供をした。 
⼈気の⾼かったアイテムは⽣牡蠣であった。⽣牡蠣はすぐになくなってしまった。 
また前回同様マグロも⼈気が⾼く今回は良い商談もできたとの報告を頂いた。 
来場者に⾹港⼈が多いため、現地企業（販社）の応援がある企業は積極的に話ができる体制
になっているが、⽇本⼈のみの場合はやはり通訳を１社に⼀⼈専属でつけ、しっかりとその
後の商談につながるようにした⽅が良いのではないかと感じた。 
今回は 1 社 2 名までの渡航費助成があったが、やはり出張の関係で 1 名のみで出てくる出展
社が多く、営業の⼿が回っていない場⾯も多少⾒受けられた。 

 

  

  

   
 



 

  

 

 

   
 



商談会報告書 （３）セミナーについて 

・主催者挨拶 
・アジアで活躍する料理研究家が教える、繁盛メニューの開発ポイント 
l 主催者挨拶：  本商談会の主催を代表し、⽔産物・⽔産加⼯品輸出拡⼤協議会より光冨⽒

が挨拶。現在、「和⾷」はユネスコ無形⽂化遺産に登録され、世界的な⼈気アイテムとなっ
ており、そのなかでも⽇本産⽔産物・⽔産加⼯品は、品質や味など、⾮常に魅⼒的であると
の評価を得ていること、訪⽇旅⾏客が年々増加していることなどを伝えた。 
また、⾹港は⽇本にとって⼤切な輸出先であることも加えた。最後に、今⽇の商談会をきっ
かけに、新たな商品の取引に繋がることを期待したいと抱負を語った。 
 

l 繁盛メニューの開発ポイントセミナー： アジア各国で活躍する⽇本の料理研究家を代表
し、卯⽉佳⼦⽒による「繁盛メニュー開発のポイント」セミナーを開催した。 
今回の出展企業様の商品を⽤い、参考レシピの紹介を⾏った。⾒て美味しい、⾷べて美味し
い⽇本⾷をアジア各国のスタイルや⾵⼟に合わせ、アレンジしたメニュー開発のポイントに
ついてセミナーを通じて伝え、その後開発メニューを会場で来場者に試⾷してもらった。今
回出展社の商品より１品のメニュー開発を⾏ってもらい、配布資料の商品カタログにもレシ
ピを掲載した。（これは⾹港のみならず台湾、ベトナムも同様） 
講師の卯⽉⽒は ABC Cooking Studio にてセレブ向けレッスンを担当する売れっ⼦講師とし
て、また講師をトレーニングするトレーナーとして活躍する。その後独⽴し、⾷品・飲料メ
ーカーや地⽅⾃治体からの依頼を受け 1,000 近いレシピ開発の実績を持つ。現在は台湾にも
住居を置き、飲⾷店の店舗プロデュースや、料理技術指導やメニュー開発などで活躍中。 
 

  
 



 

商談会報告書（４）来場者/アンケート結果 

来場者数 80 名 名刺あり：75 名  記帳のみ：5 名  
アンケート有効回答数：37 枚 (55 名分  １社で数名の来場者がある企業は 1 名が代表記⼊) 
l 募集⽅法： 前回の商談会に参加してくれた企業へメールでアナウンス。前回来場された企

業で協⼒的な企業には事前訪問し今回の趣旨を説明。来場者の募集の協⼒や取引先を連れて
きてもらうようお願いをした。さらに、今回は JETRO ⾹港よりメールマガジンを出してもら
い商談会の案内をしてもらった。募集ツールは案内チラシ、HP、Facebook ページ。すべて
事前登録制。前回より 20 名多い⽅にご来場いただき、37 枚（55 名分：１社で複数名参加の
場合は代表者が提出）のアンケートの回収ができた。 

■情報提供、募集ツールは３ヶ国語で制作 
案内チラシ 

 

 
 

 
 

 

ホームページ 

 

Facebook ページ 
 

 



l アンケート結果： 有効なアンケートとして取り扱った来場者 
※アンケート回答者データはすべてをデータ化済みですが本報告資料は公開資料のため企業名・
個⼈名などは開⽰いたしません。 
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満⾜度 Q1 Q2 
満⾜ 23 名 21 名 

普通 5 名 6 名 

不満⾜ 0 名 0 名 

無回答 7 名 10 名 

来場者は半数以上が試⾷商談会に対し、また商品に対して「満⾜している」 
とういう結果であった。 



Q3.  試⾷商品についてお聞きします。各社商品の取引の可能性にチェックをしてください。 
 
出展企業の全ての商品ごとに取引の可能性 ＜あり 3 ・ 検討２ ・ 無し１   無回答 0＞を
チェックしてもらった。 
 
⽐較的どの企業にも取引の可能性が⾼い商品があり今後の商談が期待できる。 
  
特に取引の「可能性が⾼い」とアンケートの結果にあった商品は、伊勢海⽼（⼭藤）、ハイブリ
ット冷凍牡蠣、ハイブリット冷凍牡蠣 ハーフシェル、⻑崎県産本まぐろ、冷凍ヤリイカ IQF、
⽣⾷⽤・冷凍ハーフシェルオイスター（業務⽤）、⽣⾷⽤・冷凍ハーフシェルオイスター（⼩売
⽤）、わかめせんべい、味付けえびなどであった。 
 
今回は来場者にディストリビューターや卸も多かったので継続的な取引となる商談が出来たと⾔
う話もあった。 
また、前回お越しになった来場者より、「今回は内容がさらに良い」と評価もいただいた。 
 
本アンケート結果については、出展社に⾃社分の集計結果のみを送り、是⾮ともアプローチをす
るなど商談の継続をお願いしたいと連絡を実施済みである。 
 
 

 
 



商談会報告書（５）出展社アンケート結果 

出展社 9 社商談会を終えて・・・出展社からの意⾒ 
l 総論 ：   全体を⾒ると満⾜度含め平均点以上であるという結果であった。成約⾒込額

の合計は 2,000 万円であった。また、今後もこのような海外での商談会に出たいという意⾒
を全員にいただいた。⼀⽅で不満⾜の項⽬としては通訳のことが上がった（別ページで詳し
く説明）参加者が多いと通訳が追いつかないことが原因。 

l 質問：    以下の項⽬に関してアンケートを⾏った。 
Q１．今回の試⾷商談会の出展への満⾜度をお聞かせください。 
（回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
Q２．今回の出店⽬的は、どの程度達成されましたか？ 
（回答： 1. 期待以上 2. 期待通り 3. 期待以下） 
Q３．試⾷商談会当⽇の「運営」に関する満⾜度をお聞かせください。 
(A)事前準備 （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
(B)セミナー （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
(C)通訳    （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
Q４．試⾷商談会当⽇の「会場・ブース」に関する満⾜度をお聞かせください。 
(A)会場設備  （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
(B)商品調理  （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
(C)ブース割り （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
Q５．試⾷商談会当⽇の「来場者・来客数」に関する満⾜度をお聞かせください。  
(A)来場者数  （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 
(B)来場者の内容(所属/役職)   （回答： 1.満⾜ 2.普通 3.不満⾜） 

 



Q6．貴社ブースへは何社(何名)にお越しいただけましたか？（単位：  社） 
※本報告資料は公開資料のため出展社別の結果情報は開⽰いたしません。 
結果は出展社各社により異なるが、平均すると２０−３０社が⼀番多かった。 
 
Q7.  今後取引に繋がる具体的なお話ができた企業は何社ございましたか? 
（フォロー営業予定や、⾒込みも含む）（単位：  社） 
※本報告資料は公開資料のため出展社別の結果情報は開⽰いたしません。     
結果は出展社各社により異なるが、2 社−20 社と具体的な話となったという結果であった。 
 
 
l 出展社からの意⾒：  今回の商談会に関する気付きのコメントを以下にまとめる。 
 

Ø パンフレット準備をもっとしっかりやっておけばよかったと反省。 
Ø 客の質が良い感じがした。 
Ø いろんな業者の名刺交換ができたのでよかった。 
Ø 通訳もいたので助かりました。 
Ø たくさん来ていただき試⾷していただいたので満⾜です。 
Ø 調理⾯で伝達がうまくいかず試⾷で出すことができないものもあったので、次回の課題に

したいです。 
Ø 今後窓⼝になっていただけるような⽅ともいいお話ができました。 
Ø 通訳の満⾜度に対して 不満⾜をチェクした理由は、私のブースに来てくれないため。 
Ø 通訳をお願いしたい時にタイミングが合わず少し困ったこと、また事前に商品の説明も打

ち合わせがしたかった。 
Ø ナマコを⾷べる⽂化がある⾹港なので率直な意⾒を聞けたと思う。 

 
 
 
l 出展社の意⾒から：  事前の準備については資料でもあらかじめ説明をしているが、やは

りまだまだパンフレットや販促アイテムが⾜りないと感じた。 
 
また通訳に関しての意⾒が今回多かったのは来場者が多く商談が弾んだためと思われる。 
やはり１社に 1 名通訳を⽤意することを出展条件にしても良いと感じる。そのほうがより積
極的な商談ができるし、⾃社の商品についても理解を深めてもらえる。 
 
今回の⾹港商談会については⽐較的満⾜度の⾼い商談会となったと思われる。 

 
 
 
 

 
 



商談会報告書（６）参考 

まとめ、前回以上に活発な商談、成約の実感を感じられたと出展社も 
概ね満⾜した商談会となる 
会場が⼤きく、ロノ字のカウンターが中央にあり、商談会の会場としても回廊しやすい作りの店
舗である。前回の反省を⽣かし、今回は会場全体を使うレイアウトにした。 
各出展社のスペースも広めに取ることができたので、⼗分な商品 PR ができた。 
また熱⼼な商談が⾏われ、出展社も取引となる実感を⼤いに得たとの声が上がった。 
商品数が多く、調理や管理にもまだ課題は残るが、今後は出展社の意向を第⼀に調理をしてもら
うよう⾹港で⾏う場合は働きかけたい。 
 
 

  

  
 
 
 
 



⾹港消費者向けモニター昼⾷会報告書 

⾹港にて実際のフェアー等を今後実施することも踏まえ、消費者向けの
モニター昼⾷会を⾏った。当⽇の様⼦、アンケートの結果を以下にまと
める。 
 
l モニター募集⽅法： ⾹港 JTB の Facebook ページにて募集を開始、１週間 70 名の応募があ

りその中より 30 名を選出。当⽇は 19 名の参加となった。選出は年齢や性別の考慮、応募時
に書いてもらった⽇本⾷に関するエピソードの内容を⾒て選出した。 

参加者リスト  ※本報告資料は公開資料のため参加者個⼈⽒名の開⽰はいたしません。 

性別 年齢 職業 

⼥性 30-39 オフィサー 

男性 30-39 サービスエンジニア 

男性 50-59 ファイナンシャルプランナー 

男性 30-39 コンサルタント 

⼥性 30-39 エンターテイメントビジネス、マーケティング 

男性 50-59 - 

⼥性 20-29 事務員 

男性 20-29 法務助⼿ 

⼥性 30-39 事務員 

男性 30-39 観光業 

⼥性 50-59 事務員 

男性 40-49 会計⼠ 

⼥性 20-29 旅⾏代理店 

⼥性 20-29 看護師 

男性 20-29 飲⾷関係 

男性 40-49 バーテンダー 

男性 20-29 - 

男性 50-59 会社員/事業開発 

男性 60 以上 管理職 



 
l アンケート結果 

    
 

 

どのような料理を作りますか？ 
 
・焼き⿂ 両⾯焼き 
・蒸す 
・揚げる 
・蒸し焼き 
・煮込む 
・⿂の頭のスープ 
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l 参加者（⾹港⼈ ⼀般消費者）からの声 

Ø より⽇本の品質に近く、価格の良い⽔産品を希望します。 
Ø ⽇本の⽔産品が⾹港でもしも鮮度をより⻑く保てるなら素晴らしい⾷材になる。 

唯⼀の問題は若⼲放射能の問題があること。⼤量に供給できるなら、より多く⽇本の商品
が売れることになるだろう。 

Ø 焼き⿂はとても⾹ばしく、⽣のカキはみずみずしくて⽢く⾁厚。 
Ø ⾹港のグルメ⼈のためのこのようなおいしいランチ会をありがとうございます。開催者や

ファンにとって、良い作⽤があることを願っています！良い商品を使ったこのイベントの
参加できて嬉しいです。 

Ø ⽔産では新鮮がとても重要です。品質が優れていて⾷べられることはとても重要です。 
Ø ⽔産品を出す店で「⼤切」なのは多くの異なる⿂種があることです。残念ながら⾹港⼈は

地元のよくある海産物を選び、他の地域の⿂や⾙は軽視する傾向にある。 
Ø 旬の⿂⾙を撮影した写真、地⽅における特産や⽔産品をパンフレットなどで確認できると

良い。 
Ø ⾹港で⾷されるものの多くは刺⾝、天ぷら、あぶり式の蒸し焼のような料理法が多いかも

しれません。 
Ø 全体的には素晴らしく、⾷材もとてもおいしく新鮮でした。 

ただ、乾燥させたもの（⼲物）はやや劣っており、鮮⿂の串焼きはおいしいので、⼲物で
はない⽅がよい。 

Ø ⽩⽶に⽤いるお⽶の品質をより良い⽇本⽶を選ぶべきだと思う。お客様が毎週来られるこ
とがあるお客様であれば、さらに他とは違う特⾊が必要だと思う。 

 
 
 
 
 



 

  

  
 

 

  

 
参加者は⽣⿂を好んで⾷べ、また新鮮な⾷材に興味を持っている。質の⾼い⾷材を好んで⾷べる
⽅は⽇本⾷にもこだわりがあり、商品の知識や⽇本各地の地域についても詳しい。 
⾹港の消費者は BtoB 以上に本格志向であることもわかった。 


